












要約   平成 4年から平成 7年に都内 3施設において、先天異常児を出産した母親 22 例に

対して出産から生後1年迄追跡調査をおこなった。その結果、生後 1年までの受容の節目

Crisis Period の傾向と関連因子を明かにした。特に、母親が退院した後の母子分離期間

は子どもの受容の節目であり同時に在宅療育の準備期間でもある。そこで母親や家族が在

宅療育を行う為のアセスメントガイドを、母親の受容と家族のサポートの両面から検討し

た。


